
活動名：第４回富田ファミリー杯 U10 

日  程：令和 2 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）  

会  場：会津レクリエーション  

参  加：E クラス 13 名  

帯  同：熊坂、貝和コーチ  

報  告：大森  

 

参加した選手達は初めての大会でありどこまでやれるか不安もありながら挑みました。  

選手達には大会に参加するにあたって約束事をしました。  

・最後まで諦めずに全力でプレーする事  

この目標をあたえ２日間、試合に挑ませました。  

 

初日  

VS 富田東○  

VS 赤木○  

VS 守山●  

 

２日目  

VS 富田△  

VS レスト○  

3 勝 1 敗 1 分  

 

富田東戦  

前半は一進一退の攻防を繰り返しながらシュートチャンスを決めきれず前半終了して

しまいました。後半に入りようやく自分達の動きを取り戻しなんとかシュートチャンス

を確実に決めて勝利で終わる事ができました。  

 

赤木戦  

１試合目の富田東戦では 3‐3‐1 でのフォメーションで戦っていたので、赤木戦では

3‐2‐2 のフォメーションで行こうと思い選手達に伝えました。このフォメーション

が選手達にピタリとはまり多くの得点が入り勝利する事ができました。  

 

守山戦  

前半は攻撃・守備が良かったのですが、後半に入り徐々に体力がなくなり集中力も切れ

てしまい守備が乱れてしまい敗戦となってしまいました。  

 



富田戦  

一進一退の攻防を繰り広げていましたね。集中力を切らさずに最後まで戦ってくれまし

た。だからこそ勝利したかった…引き分けで終わらせてしまったのは私の指導不足であ

ります。  

 

レスト戦  

攻撃・守備も良かったですね。集中力を切らさずに攻撃では相手ゴールに向かう姿勢し、

守備ではボールを取りに向かう姿勢をしていましたね。素晴らしい試合でした。  

 

２日間を通して全員で良く戦ってくれました。苦しい場面もあり選手達が精一杯走り続

け、持てる力を存分に発揮してくれました。試合を重ねる事にチームもまとまり雰囲気

もとても良くなりベンチからも応援し、ゴールの時には一緒に喜び一体感が生まれてい

ました。  

その喜びと笑顔を忘れない為にも次の大会でも思ったプレーが１つでも多く出せるよ

うに日々の練習を頑張っていきましょう。  

その為には試合を通して感じた事をいくつかあげたいと思います。  

 

・アップの重要性  

試合開始から全力でプレーが出来るように体をしっかり温める必要があります。また、

集中して取り組み試合に向けた心の準備もしていかなければなりません。  

その大事なアップを適当にやったりふざけている場面が見受けられました。自分にとっ

て大会を最高の思い出にする為にもアップをしっかり取り組み後悔のないように今後

は取り組んで欲しいと思います。  

・シュートの制度  

チャンスの場面を作っても得点出来なければ勝てないのがサッカーです。  

シュートをただ打つのではなくゴール・キーパーを確認してシュートを狙えるように練

習していきましょう。  

・ディフェンス  

足先でボールを奪おうとして簡単に交わされる場面が見受けられました。  

１人抜かれる事によって不利な状況が生まれ失点する可能性が高くなります。体を張っ

たディフェンスが出来るように練習していきましょう。  

・基本技術  

ボールを運ぶ・蹴る・止める基本動作ですが、もっともっと向上しなければならないと

思いました。  

思い通りにボールを扱えていないので普段の練習以外でも沢山ボールに触れて扱える

ように頑張っていきましょう。  



以上が大会で感じた事です。  

今の自分に満足せず向上心をもって欲しいと思います。成長を期待しています。  

 

このような素晴らしい大会を開催して頂きました富田 SSS 様ありがとうございました。

また、招待して頂きありがとうございます。今後も宜しくお願いします。  

 

ご父兄の皆様、暑い２日間でしたが選手達を参加させてくれましてありがとうございま

す。一生懸命に戦ってくれました選手達を褒めてあげて下さい。また、今後も応援・ご

協力の程よろしくお願いします。  

 

                                 大森コーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


